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1.特別損失の計上及びその内容

2．平成21年3月期第2四半期累計期間 連結業績予想値の修正(平成20年4月1日～平成20年9月30日)
(単位：百万円)

（

3．平成21年3月期通期連結業績予想値の修正(平成20年4月1日～平成21年3月31日)
(単位：百万円)

（

通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ

特別損失の計上並びに平成２１年３月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想及び

△ 　41.75円

 －

 －

 7.33円

年20

１株当たり
当期純利益

 9.33円

　当社の平成21年３月期第１四半期(平成20年４月１日～平成20年６月30日）において、下記のとおり棚
卸資産評価損を特別損失に計上いたしますので、その概要をお知らせいたしますとともに、平成21年３月
期(平成20年４月１日～平成21年３月31日）の第２四半期累計期間及び通期の業績予想について、平成20
年５月19日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたします。

　当第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成
18年７月５日）が適用されたことにともない、棚卸資産の評価方法を変更いたしました。当該処理によ
り、個別で238百万円、連結で244百万円の特別損失を計上いたします。
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4．平成21年3月期第2四半期累計期間 個別業績予想値の修正(平成20年4月1日～平成20年9月30日)
(単位：百万円)

（

5．平成21年3月期通期個別業績予想値の修正(平成20年4月1日～平成21年3月31日)
(単位：百万円)

（

6．修正の理由
(1)連結業績予想

(2)個別業績予想

　
売

以　上

　一方、特別損失として棚卸資産評価損（238百万円）を計上した結果、四半期純利益は当初予想を下
回る見込です。

　経常利益ベースでは雑収入が50百万円減少し、為替差益を上期、通期で250百万円見込みました。

　一方、特別損失として棚卸資産評価損（244百万円）を計上した結果、四半期純利益・当期純利益は
当初予想を下回る見込です。

　経常利益ベースでは為替損益が改善され営業外損益が上期300百万円、通期250百万円改善される見
込です。
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　売上高は当初予想を若干上回る見込みですが、営業利益ベースでは鋼材価格の上昇による持ち出し
額（通期で240百万円、上期130百万円）による悪化が見込まれます。好転要因としては対ドル為替
レートが平成20年3月期よりも円安に振れたことにより設定レートを100円から105円に見直ししたこと
にともない売上が通期で230百万円、上期で85百万円の為替メリットが発生します。また、支払賞与が
当初見込よりも70百万円減少します。国内子会社の採算状況が改善し、上期で70百万円、通期で180百
万円営業利益が好転する見込みです。
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　売上高は当初予想を若干上回る見込みですが、営業利益ベースでは鋼材価格の上昇による持ち出し
額（通期で240百万円、上期130百万円）による悪化が見込まれます。好転要因としては対ドル為替
レートが平成20年3月期よりも円安に振れたことにより設定レートを100円から105円に見直ししたこと
にともない売上が通期で230百万円、上期で85百万円の為替メリットが発生します。また、支払賞与が
当初見込よりも70百万円減少します。
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